
DOBOKU Information

講習会実施報告（10月〜12月分）

◆工事請負契約に関する法的基礎知識
日　時：平成30年10月 3 日㈬ 14：00〜16：00
場　所： TKP東京駅セントラルカンファレンスセンター
講　師：二宮 照興氏（弁護士）
参加者：30名
主な意見： 瑕疵に関する説明があり参考になっ

た。今後も開催をお願いしたい 等。

◆維持管理セミナー「道路トンネル編」
日　時：平成30年10月19日㈮ 13：20〜17：00
場　所：アットビジネスセンター東京駅
講　師：砂金 伸治氏（首都大学東京 教授）
参加者：67名

◆新入社員半年フォロー研修会
①平成30年10月17日㈬ 9：30〜17：00
場　所：エッサム神田ホール 2 号館
参加者：47名
②平成30年10月24日㈬ 9：30〜17：00
場　所：御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター
参加者：42名
③平成30年11月14日㈬ 9：30〜17：00
場　所： カンファレンスブランチ銀座
参加者：54名
講　師：鈴木 正司氏（坂田建設㈱土木本部長）

◆建設業の取引適正化に関する説明会
日　時：平成30年11月12日㈪ 14：00〜16：30
場　所：CIVI研修センター日本橋
講　師：関東地方整備局担当者 ほか
参加者：100名

◆�みんなの建設業☆業界研究フェスタ参加企業向
け説明会

日　時：平成30年11月19日㈪ 14：00〜16：00
場　所： 神田エッサム 2 号館
講　演： 2019年卒新卒採用振り返りと2020年卒新

卒採用予測
参加企業：54社

◆若手技術者施工技術基礎講習会
日　時：平成30年11月22日㈭ 9：00〜17：00
場　所：TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター
講　師：黒図 茂雄氏（クロズテック㈱代表）
参加者：12名

◆i-Construction実践セミナー
日　時：平成30年11月28日㈬ 13：30〜17：00
場　所：アットビジネスセンター東京駅
講　師： 緒方 正剛氏（（一財）先端建設技術セン

ター）ほか
参加者：32名

◆環境管理講習会
日　時：平成30年12月 7 日㈮ 13：00〜17：00
場　所：アットビジネスセンター東京駅
講　師： 日笠 裕弘氏（飛島建設㈱安全環境担当

部長）
参加者：25名

各種開催案内（ 1月〜 3月分）

●若手技術者（3〜 5年次）フォロー研修会
日　時：平成31年 1 月23日㈬ 9：30〜16：30
場　所：飯田橋レインボービル

●建設業のCSRと現場のリスク管理講習
日　時：平成31年 2 月21日㈭ 14：00〜16：30
場　所：アットビジネスセンター東京駅

●�「平成27年度中防内5号線橋りょうほか整備工
事」見学会

日　時：平成31年 2 月 6 日㈬ 13：00〜17：00
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平成30年度 1 級土木施工管理技術検定試験 学科試験 実施結果

●�東京土木施工管理技士会�受験準備講習会実施
状況
講習会開催日：平成30年 5 月25日㈮、26日㈯
会 場：  アットビジネスセンター東京駅

「201号室」
受 講 者：25名

●学科試験実施状況
試 験 日： 平成30年 7 月 1 日㈰　

全国13地区30会場実施
合格発表日：平成30年 8 月17日㈮

●合格基準
65問中37問以上正解を合格とする。
（得点が56.9％以上）
65問は全96問の内、必須及び選択問題を合わせ
た総解答数である。

当会は、平成30年度 1 級土木施工管理技術検定　学科試験に向けて、社内教育に実績のある会員企業の方々
10名が講師となり、平成30年 5 月25日・26日に受験準備講習会を実施いたしました。

「学科試験」の全国・東京会場の合格状況と当会講習会受講者の合格結果は下記のとおりです。

平成
30年度 受験者数 合格者数 合格率

全国 28,512人
（前年34,629人）

16,117人
（前年22,930人）

56.5%
（前年66.2%）

東京
会場

8,322人
（前年9,911人）

4,887人
（前年6,651人）

58.7%
（前年67.1%）

東京技士会 
受験準備
講習会
受講者�
（25人）

25人
（前年36人）

18人
（前年29人）

72%
（前年80.6%）
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一般社団法人まちふね・みらい塾主催
わくわく・すいすい『水辺探検』を後援

当会は、一般社団法人まちふね・みらい塾「わ
くわく・すいすい『水辺探検』実行委員会（阿部
彰委員長）」が主催する「水辺探検隊2018」の活
動を例年同様に後援しました。

9月22日に 2つのプログラムを開催し、午前か
ら開催の「アサガオプログラム」では児童とその

保護者13名が参加。クルーザーに乗船し、日本橋
船着場から日本橋川、神田川、墨田川を巡り、堤
防や橋など河川に沿って設けられた社会インフラ
を見学した後、中央区立阪本小学校にて（公財）
日本航空教育協会の方の指導を受けながらモー
ター付の模型紙飛行機の作成、フライトシュミ
レーターの体験会を行いました。午後から開催の
「ヒルガオプログラム」では児童とその保護者26
名が参加。クルーザーに乗船し、高橋乗船場から
日本橋川と神田川の社会インフラを見学した後、
江東区立八名川小学校にて堤防に描くアートの下
絵作成を行いました。
暮らし慣れた街を普段と違った視点で見学する

ことで、あらためて土木や建設業の重要性を認識
していただく良い機会になりました。


